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タ
イ
ト
ル『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑

定
家
～

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」6

』 

 

第

一
幕

：
開

幕
～
依

頼
者
登

場

（2
0

分

） 

（
剛

田

質

店

の
豪

華

な
店

内

。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽

が

流

れ
る
中

、
剛

田

が
巨

大

な
羽

根

ペ
ン
で
何

か
を
書

い
て
い
る
。
白

金

は
帳

簿

を
確

認

中

。
） 

剛

田 

（
ペ
ン
を
優

雅

に
回

し
な
が
ら
）「

白

金

く
ん
、
私

は

今

、
新

た
な
る
『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
十

戒

』
を
編

纂

し
て
い

る
の
だ
よ
。
」 

白

金 

（
呆

れ
て
）「

ま
た
で
す
か
。
前

の
十

戒

、
だ
れ
も
覚

え
て
な
い
で
す
よ
。
」 

剛

田 

「

だ
か
ら
こ
そ
進

化

が
必

要

な
の
だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と

は
、
止

ま
る
こ
と
の
な
い
輝

き
の
よ
う
な
も
の…

！

」 
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（
ド
ア
の
ベ
ル
が
鳴

り
、
依

頼

者

・
鶴

巻

が
登

場

。
派

手

な
ス
ー
ツ
に
サ
ン
グ
ラ
ス
姿

。
見

る
か
ら
に
怪

し
い

雰

囲

気

だ
が
、
ど
こ
か
抜

け
て
い
る
。
） 

鶴

巻 

「

お
お
、
こ
れ
が
噂

の
剛

田

質

店

か
！ 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
も
ん
し
か
扱

わ
な
い
っ
て
話

、
ほ
ん
と
だ
っ
た
の

か
！

」 

剛

田 

（
優

雅

に
立

ち
上

が
り
、
深

々
と
お
辞

儀

）「

よ
う
こ

そ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
殿

堂

へ
。
私

が
店

主

の
剛

田

で
ご

ざ
い
ま
す
。
」 

白

金 

（
小

声

で
）「

殿

堂

っ
て…

質

屋

で
す
よ
ね
？

」 

鶴

巻 

（
得

意

げ
に
）「

い
や
ぁ
、
大

物

持

っ
て
き
た
ん
だ
よ
。

こ
れ
、
サ
フ
ァ
イ
ア
製

の
バ
ス
タ
ブ
だ
！

」 
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白

金 

（
驚

い
て
）「

ま
た
バ
ス
タ
ブ
！

？ 

今

度

は
依

頼

者

さ
ん
の
も
の
な
ん
で
す
か
？

」 

鶴

巻 

「

あ
あ
、
昔

の
知

り
合

い
か
ら
譲

り
受

け
た
ん
だ
け
ど

さ
、
正

直

、
で
か
す
ぎ
て
家

に
置

け
な
く
て
困

っ
て
ん

だ
。
」 

剛

田 

（
目

を
輝

か
せ
て
）「

素

晴

ら
し
い
！ 

だ
が
ま
ず
は

確

認

だ
。
こ
の
バ
ス
タ
ブ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
あ
る
か
？

」 

白

金 

（
た
め
息

）「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
し
か
な
い
で
す
よ
、
こ
ん

な
の
。
」 

鶴

巻 

（
に
や
り
と
笑

っ
て
）「

で
、
い
く
ら
に
な
る
か
な
？

」 

 

第

二
幕

：
鑑

定
と
石

言
葉
の
熱

弁

（30

分

） 
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（
剛

田

が
バ
ス
タ
ブ
を
じ
っ
く
り
鑑

定

し
始

め
る
。
ル

ー
ペ
を
使

っ
た
り
、
光

を
当

て
た
り
と
芝

居

が
か
っ
た

動

作

が
続

く
。
） 

剛

田 

「

白

金

く
ん
、
見

た
ま
え
。
こ
の
深

い
青

。
こ
の
透

明

感

。
こ
の
優

美

な
曲

線…
！

」 

白

金 

（
冷

静

に
）「

バ
ス
タ
ブ
に
し
て
は
無

駄

に
豪

華

で
す

け
ど
ね
。
」 

剛

田 

「

ノ
ン
！ 

こ
れ
は
た
だ
の
バ
ス
タ
ブ
で
は
な
い
。
誠

実

、
慈

愛

、
そ
し
て
成

功

を
体

現

す
る
サ
フ
ァ
イ
ア

の
結

晶

だ
！

」 

鶴

巻 

（
乗

っ
か
る
よ
う
に
）「

だ
ろ
？ 

見

れ
ば
わ
か
る
だ

ろ
？

」 
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白

金 
「

い
や
、
普

通

は
そ
こ
ま
で
思

わ
な
い
で
す
よ
。
」 

剛

田 

（
深

呼

吸

し
て
か
ら
ポ
ー
ズ
）「

で
は
こ
こ
で
、
サ
フ
ァ

イ
ア
の
石

言

葉

を
語

ろ
う
。
」 

白

金 

（
警

戒

し
て
）「

ま
た
始

ま
っ
た…
。
」 

剛

田 

（
舞

台

の
中

央

に
立

ち
、
ま
る
で
講

義

の
よ
う
に
） 

「

サ
フ
ァ
イ
ア
。
そ
れ
は
古

代

よ
り
王

族

や
聖

職

者

に
愛

さ
れ
た
石

。
誠

実

な
る
心

を
守

り
、
慈

愛

を
も

っ
て
人

々
を
導

く
。
成

功

の
象

徴

と
し
て
、
数

々
の

歴

史

に
刻

ま
れ
て
き
た
！

」 

白

金 

「

い
や
、
ど
う
考

え
て
も
こ
れ
バ
ス
タ
ブ
で
し
ょ
？

」 

剛

田 

（
無

視

し
て
続

け
る
）「

サ
フ
ァ
イ
ア
を
用

い
た
バ
ス
タ
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ブ
。
そ
れ
は
人

類

史

上

、
最

も
誠

実

で
慈

愛

に
満

ち

た
入

浴

を
約

束

す
る
！

」 
鶴

巻 

（
感

心

し
て
）「

ほ
ぉ
～

、
そ
う
い
う
意

味

が
あ
っ
た
の

か
！

」 

白

金 

（
ぼ
そ
っ
と
）「

な
い
で
す
か
ら…
。
」 

 

第

三
幕

：
実

際
に
使

っ
て
み
る
＆
金

額
設

定

（3
5

分

） 

剛

田 

「

だ
が
、
百

聞

は
一

見

に
如

か
ず
。
こ
の
バ
ス
タ
ブ
を

使

っ
て
み
な
け
れ
ば
、
真

価

は
語

れ
な
い
！

」 

白

金 

「

い
や
い
や
、
こ
こ
店

内

で
す
よ
？ 

湯

を
ど
う
や
っ
て

準

備

す
る
ん
で
す
？

」 
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鶴

巻 

（
冗

談

っ
ぽ
く
）「

近

所

の
銭

湯

か
ら
借

り
て
こ
い

よ
！

」 

剛

田 

「

ノ
ン
！ 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
源

泉

掛

け
流

し

の
温

泉

水

を
用

意

す
る
べ
き
だ
！

」 

（
剛

田

が
勝

手

に
手

配

し
、
バ
ス
タ
ブ
に
温

泉

水

が

注

が
れ
る
。
） 

剛

田 

（
堂

々
と
バ
ス
タ
ブ
に
浸

か
る
）「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

」 

白

金 

「

何

が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ん
で
す
か…

。
普

通

に
お
湯

が

気

持

ち
い
い
だ
け
で
し
ょ
？

」 

鶴

巻 

（
興

味

津

々
で
）「

お
い
お
い
、
俺

も
試

し
て
い
い

か
？

」 
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剛

田 
「

ど
う
ぞ
。
だ
が
そ
の
前

に…

金

額

を
決

め
る
！

」 
（
剛

田

が
ポ
ー
ズ
を
決

め
、
し
ば
ら
く
沈

黙

し
た
後

に

口

を
開

く
。
） 

剛

田 

「

こ
の
サ
フ
ァ
イ
ア
製

バ
ス
タ
ブ
の
価

値…
2

億

円

！

」 

鶴

巻 

（
驚

き
つ
つ
も
笑

う
）「2

億

！

？ 

マ
ジ
か
よ
！

」 

白

金 

「

剛

田

さ
ん
、
現

実

的

に
考

え
て
く
だ
さ
い
よ
！ 

サ

フ
ァ
イ
ア
の
相

場

を
基

に
し
て
も…

」 

剛

田 

（
優

雅

に
）「

ノ
ン
！ 

こ
れ
は
市

場

価

格

を
超

越

す

る
芸

術

品

だ
！

」 
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鶴

巻 

（
少

し
慌

て
て
）「

で
も
、
さ
す
が
に

2

億

は
高

す
ぎ

る
だ
ろ
？ 

1

億

く
ら
い
に
し
て
く
れ
な
い
か
？

」 

剛

田 

（
目

を
細

め
て
）「

ふ
む
。1

億

円

か…

だ
が
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
に
妥

協

は
な
い
。
」 

白

金 

（
割

っ
て
入

る
）「

い
や
、
そ
こ
は
妥

協

し
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
？

」 

（
最

終

的

に
剛

田

が
「1

億

5
0

0
0

万

円

」
で
承

諾

す
る
が
、
鶴

巻

は
分

割

払

い
を
希

望

し
、
ま
た
揉

め

る
。
） 

 

最

終
幕

：
次
な
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
へ
（5

分

） 

（
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
つ
つ
も
、
次

の
お
宝

の
到

着

。
） 
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配

達

員 
「

純

金

製

の
ヨ
ッ
ト
、
到

着

し
ま
し
た
よ
。
」 

剛

田 

「

よ
ろ
し
い
。
次

な
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
へ
の
挑

戦

だ
！

」 

白

金 

（
涙

目

で
）「

ま
た
こ
れ
で
す
か…

。
も
う
嫌

だ…

。
」 

（
剛

田

の
ポ
ー
ズ
を
背

に
幕

が
閉

じ
る
。
） 

 


